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民主的な府議会構成の確立を求める申し入れ 

 

 本日、京都府議会５月臨時会が開会した。臨時会の目的の一つは、予算委員会、常任委員会、

特別委員会などの議会構成を確立することにある。 

 この間、京都府議会は、すべての会派の合意で府民に開かれた信頼される府議会をめざして様々

な改革をすすめてきた。しかし、残された重大な課題が議会構成の非民主的なあり方である。 

 わが議員団は、ここ十数年にわたって、５月臨時会において議会構成を確立するにあたって、

予算委員会、常任委員会、特別委員会の正副委員長等から第二党であるわが会派を排除する不正

常な事態を改め、議席数に応じて民主的に役職を配分するよう求めてきた。しかし、この正当な

要求が退けられ、わが会派を除く会派によって議会役職が独占されてきた。このことは、議会制

民主主義に反するものである。 

 今こそ、これまでの不正常な議会構成をただし、先の知事選挙で示された多様な府民の意見を

反映できる民主的な議会構成の確立が求められる。 

 よって、議会役職の選出にあたっては、下記の事項について実現されるよう強く要望する。 

 

記 

  

 1.予算委員会、常任委員会、特別委員会の正副委員長の選出にあたっては、会派の議席数に応

じて民主的に配分し選出すること。 

 

2.正副議長、監査などの役職の選出においても、会派の議席数に応じた民主的配分のあり方を

検討すること。 

以上 


